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北大水産業報

23 (2)， 77-81. 1972. 

サケ・マス用魚探機でみたサケ・マスの群性*

鈴木恒由料・薗田平雄林*

On the Schooling of Salmon in the North Pacific Ocean 

Observed by Salmon Fish Finder 

Tsuneyoshi SUZUKI紳 andHirao SONODA *柿

Abstract 

日 is very interesting to study the ecological problem of schooling of自晶.Imon
in fishing grounds， bu色iもisvery difficult to ca'もchits real structure. 
An analysis of fishing dat晶h鋪 b田nrepo励。dthat several individuals of salmon 
h品.veb田nne悦edin patch in commercial gillnet hauling. 
The authors have拍車晶dyω.rriedouもV晶.rioUBexperiments on the develop-
ments of the salmon fish血ldersinω1964，晶ndatぬinedもoi旬 objecもωreported
in 1972. 
In an echogram of such salmon fish finders， the fish im畠ges晶.rerecorded制
single fish im晶.ge (so・called single comeも)， double fish ima伊 (doublecomet)， 
triple one (triple comeも)乱ndso on. 
Da句 givefish imag日sp暗rhour的色hetime ofneも刷出g. The fishing grounds 
were e品.im晶.tedin the following thr明 gr吋ω(>1.0，1.1-3.0， 3.1-6.4)ωthe fish 
abundance index was calculated from the c蜘 hper UI出(旬叫 thenext morning. 
The resul鈎 ob句ined品開制 follows:
The ratio of total reωrded fish im昭ωtonumbers of schooling fish im略的

自howed62.6% without consideration of fish abundance inもhefishing grounds， 
bu色when∞，nsidering three grades of fish晶.bundance，the ratio showed 16.4， 44.4 
and 76.7%， and s仙1more; the most recorded image is the single comet in fishing 
grounds of lower fish品.bundance，晶，ndも，hehigherもhefiぬ晶，bundancethe more 
frequent他efish school， and泊。 fishnumber of scb∞1もends色oinぽease. The 
mos色numerousindividuals of fish schools were ωmpo開dof 7 inぬisob飽，rvation.
Fromもhefac旬 d倒 cribedabove，関，lmonschooling is∞nsideredもobe defined 
by fish abundanωin its fishing grounds， and sch，∞1泊g句ndsto increωe propor-
tionaIly to its fish晶.bundanc唱.

緒 言

サケ・マスが大洋で回遊中，どのような群性をしているかは，生態学的にも興味ある問題であるが，

その実体をは握するととは，なかなか困難である。

ホ昭和47年4月日本水産学会春期大会において講演.
*北海道大学水産学部北洋研究施設業績第60号(0，切ur晶dめ協No. 60 from the RlJ8eαrchI畑titut泡
of N orth PIU)~声c Fi8heri，ω，Fac旬ltyof Fi8herIlJ8， Hokka仙 Univer8ii勿)
紳北海道大学水産学部漁業測器学講座 (Lahorat町yofI:畑trul1附 uEngi協eeri句forFi8hing， F，ωul勿
。1/Fi8ザ'erilJ8， Hokkaido U犯iverBIty)
州日魯漁業株式会社 (N励 iro旬。Gyo仇 .Ltd) 
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サケ・マスの群性については，流し網での漁獲の際，局部的IC数尾がかたまってら網している ζと

から，遊泳行動中，小さな群をなしているのではないかとして， ζれらを分析した報告があるゆ〉。し

かしとれらの分析は，いずれも 1-数時間，網を水中に設網した結果からのもので， ζの場合の漁獲

量は，大なり小なりいわば積算的な価であるので， ζの聞に脱落，網目の選択性などもあり，近似的

にはとも角，“揚網時の漁獲尾数“遊泳行動中の群れの尾数"であるかの判別がっけにくい。

筆者らは従来より，北洋水域におけるサケ・マスの専用魚探機を開発するため，種々実験をかきね

て来たが， 1971年一応その目的を達し報告したの。 ζの魚探機の漁場における航走中の記録状態をみ

ると，魚体が単体の形で記録されているもの，数尾のかたまりで記録されているものと種々あるので，

ζれらを瞬間的な群れの状態を示すものとして記録を整理した。もちろんζの場合の魚体像は，魚探

機の性能が，指向角(半減半角)150，測定距離幅 0-65m，パルス幅 1msecであるので，各深さの

指向角の広がりの範囲内と，距離分解能 0.75m以内にあるものは， echoとしての分離ができないの

で， ζれ以上の距離に存在するもので，記録の上で，肉眼的に 1尾および 2，3・・・・尾のかたまりと数

えられるものを，単体あるいは群とした。

ζの実験の機会を与えられた日魯漁業株式会社鮭鱒事業部高IJ本部長高井儀助氏および有力な助言を

与えられた北海道大学水産学部石田正己教授に深謝します。

資料および方法

1971年 5-6月，サケ・マス母船第二明晴丸 (8836，11屯)付属狼航船第二金比羅丸 (96.0屯)に

サケ・マス用魚探機を装備して，母船式サケ・マス漁業の操業区域のうち， アリューシャン列島以南

の海区(表層性スケトウダラが分布しない)で，投網時ICサケ・マス用魚探機を作動させてえた記録

を分析した。

Fig. 1-A， 1-Bはえられた記録の一部である。図にあるように，サケ・マスの魚像がコメット(^)

の形で記録されているが， ζれが二重コメット(~)ないし三，四.. ..重コメット(fI， A ....)として
記録されてくるので， ζれらを一つの群とみなして整理した。 ζの場合，漁場の魚群密度Iとより，そ

の群性にも差のある乙とも考慮して，翌朝の揚網時の反当Tこり漁獲量を， その漁場の魚群密度の指標

とし，反当たり漁獲量1.0尾以下， 1.1-3.0尾および3.1-6.4尾の三段階に分けた。資料は上記三

段階について，各5回づつの 1時間当たりの単体数および2，3・・・・のかたまりの総出現頻度を求めた。

結果

Table 1は，記録紙より読みとった 1-7尾の詳の各5回の総出現頻度である。今回の記録からは，

7尾のかたまりが最高であった。

Fig.2は， Table 1より各階層別の単体および群の出現頻度を 1回平均について尾数に換算し

たものである。 Table1， Fig. 2でわかるように，反当たり漁獲量が1尾以下という魚群密度のうす

い漁場では，全体の記録尾数も，群れ自体の数もすくなく，ほとんどが単体で記録されており，反当

たり漁獲量の多い漁場になるのにつれて，当然のことながら，記録尾数も l回平均 12.1尾から 24.0

尾， 69.6尾とだんだん増加している。 これは，魚体像の出現頻度も増加しているが，群自体を構成

する尾数が2，3，4.・・・尾と増加しているととによるものである。

考察

三島らのによると，太平洋において，流し網による漁獲から，シロザケについては，総漁獲に対す

る群れ漁獲の割合は， 9-13 % (平均 12%)，カラフトマスについては， 36-60 % (平均42%)で，

群れとしては，シロザケは3尾の群れ，カラフトマスは2尾の群れの出現頻度が高く， さらに設網時
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鈴木ら 魚探機でみたサヶ ・7 スの群性
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Fig， 1 (l-A， 1-B)， Echograms showing fish images by salmon fish finder 

間を短縮した反復操業からのら網状況からは?シロザケ! カラフトマスともに 2尾の群れが圧倒的に

高かったと報告している。また MAEDAリの報告にも， 単体あるいは， 2 ~i群が多いと指摘してい

る。これらはいずれも漁場における魚群の密度を一括して取り扱ったものである。

今回の魚探機からの記録よりすると，前者ら 1)2) と同様漁場における魚群の密度を考慮しないで，

総記録尾数1<:対する群れ尾数の比率を求めれば， 62.6%で，三島らの報告よりは るかに高い価を示

している。群れの状態については，前者らの報告と同様2尾の群れの出現頻度がz 他の 3尾以上の群

れの出現頻度よりも高い。しかし，これを担当、場における魚群の密度別1<:，前述の三段階にわけで，そ

れぞれの 5回の平均による総記録尾数に対する群れ尾数の比率をみる と，16.4 %， 44，4%， 76.7% 

で，反当り漁獲量が l尾以下の漁場では，ほとんどが単体で記録きれており，魚群密度の高い漁場に
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Fig.2. 

なるのにつれて，群れの出現割合が多くなり，同時に群れ自体を構成する尾数が，反当たり漁獲量が

1.0尾以下の漁場では 2尾の群れしか現れないが， 反当たり漁獲量が1.1-3.0尾の漁場では 2

尾の群れのほかに3尾の群れもあらわれ，さらに 3.1-6.4尾の漁場では. 4.5.6.7尾の群れがみら
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れるようにとtった。

以上の結果より，サケ・マスの群性は，その漁場における魚群密度によって異なり，魚群密度が高

くなるのにつれて，その群性も強くなるのではないかと推察される。

もちろん群性そのものは，このほかその魚の生長段階，海区 1日の時間などによっても差異のあ

る乙とは考えられるが，今回の資料は，商業漁獲のお乙なわれているアリューシャン列島南方海区に

おいて，投網時にサケ・マス用魚探機を作動させてえた記録からのもので，諸言で述べたように，記

録の上で， 2，3・・・・尾と数えられるかたまりを群として取り扱ったが， たとえば Fig.1，I-Bの記録

中四重コメツトの記録があるが，とれをみると，魚体聞の間隔が約 3mあり， 乙れだげ離れて 4尾

存在するものを群といってよいかどうかについては，問題があるかも知れないので， ζの点今後さら

に追求しなければならない。さらに魚探機の欠点として，前述の記録の分解能の問題と，記録された

魚体像の魚種の判別(ベニザケ，シロザケ，カラフトマスなど)ができないので，乙れを一括して取

り扱っており， ζれによってサケ・マス個々の魚種の群性の特性がどの程度そ ζなわれているか，今

後の研究にまたなければならない。しかし，従来漁獲の結果よりしかえられない漁業生物の資料も，

ζのような魚探機の瞬間的な超音波の走査によりえられる資料も併用するととにより，より正確な資

源の解析，推定および生態の研究に役立つものと考えられる。

要約

アリューシャン列島南方海域の母船式サマ・マス漁場で， 1971年 5-6月IC，独航船ICサケ・マス

用魚探機を取り付けて，投網時R.ζれを作動させて，えられた魚体の記録をみると，単体あるいは数

尾のかたまりとして記録されてくるので， ζれらを群としてあっかい，分析した結果，漁場における

魚群密度を考慮しないで一括して取り扱うと，総記録尾数に対する群れ尾数の比率は， 62.696であ

ったが，翌朝の反当たり漁獲量をその漁場の魚群密度の指標として， 反当たり漁獲量1.0尾以下，

1.1-3.0尾， 3.1-6.4尾の三段階にわけで整理したと乙ろ，総記録尾数IC対する群れ尾数の比率は，

16.496， 44.496， 76.796と魚群密度が低い場合は，ほとんど単体で.群れも 2尾のものしか記録さ

れて ζないが，魚群密度が高くなるのKつれて，群れの出現頻度も多くなり，同時fL:群れ自体を構成

する尾数も， 3，4，5・・・・尾と多くなっている。以上の結果より， ζの時期， ζのi毎区におけるサケ・

7 スの群性は，そのときの魚群密度Iとより異なり，魚群密度が高くなるのに比例して，その群性も高

くなるのではないかと推察される。ただしとの場合，記録の上でのかたまりを群として取り扱った乙

とと，パルス幅の 1/2以内の距離分解能(乙の場合は 0.75m) とサケ・マス個々の魚種の判別がで

きないので，一括して取り扱っており， ζれらの点については今後さらに追求しなければならない。
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